
書

評

コ
.

甲

E
e

喜
一

y
ロ
○

タ

,

戸

コ

+
ヒ
e

弓
¥
-

○

琵
-

吉
.

,

戸

吉
〓

H
a

p
白
O

P

∞
O

C

コ
○

実
字
コ

a

コ

喜
む

中
日

y
H

T

O

E
a

声

→
○

岩

コ
の

p

夢
一

戸

∞
O

C

コ
○

岩
牢
コ

a

コ

喜
H
.

B
一

-

ヒ

g
r

y
ロ
○

琵
.

→
○

呂

ヨ
O
p
O

甲

B
O

C

コ
○
己

苧

コ
a

苦
泣

声

コ

+
ヒ

告
｢

y
コ
○
中
ロ

辞

〓

し

声
,

戸

吉
宇

舛
P

知
日
○

琵
.

〓

岩
a

→

e

崇
∩
→

中
ロ

《

×
y
カ
○

宍
e

n

T

琵
･

コ
ロ
P

油

日

∃
e

p
a

T
〕

竜
a

》
.

-

漂
N

直

野

教

本
書
は
､

十
九
世
紀
の

六

十
年
代
か

ら

八

十
年
代
に

か

け

て

活

躍
し
た

ロ

シ

ア

急

進
派
の

思
想
家
､

文
学
者
､

い

わ

ゆ

る

革
命
的
民
主
主

義
派
に

属
す
る

三

人
の

著
者
の

回

想
記
､

手
記
を

ま
と

め

た

も

の

で
､

『

文
学
的

回

想
録
叢
書
』

の

び

と
つ

と

し
て
一

九
六
七

年
に

発
行
さ

れ

た
｡

こ

れ

ら

の

回

想
記
､

手
記
が

ひ

と
つ

に

ま

と

め

ら
れ

て

い

る

の

は

偶
然
で

ほ

な
い
｡

H
･

B
･

シ
ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

(

一

八
二

四

-
九
一

)
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

評

の

妻
で

あ

る

刀
･

n
･

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

グ
ァ

(

一

八
三

二

-
一

九

〇
一

)
､

( 9 1 ) 書

詩
人
刈
･

刀
･

､

､

､

ハ

イ
ロ

フ

(

一

八
二

九

-
六
五
)

の

三

人
は
､

い

ず
れ

も

六

十
年
代
の

革
命
運
動
に

参
加
し

た

思
想
上
の

同
志
で

あ
っ

た

だ

け
で

な

く
､

私
生

活
に

お

い

て

も

深
い

絆
に

よ
っ

て

結
ば

れ

て

い

た
｡

､

､

､

ハ

イ

ロ

フ

は
シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

夫
妻
の

友
人
で

あ
っ

た

が
､

六

十
年
代
に

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

プ
ァ

夫
人
と

恋
愛
関
係
に

あ

り
､

二

人
の

間
に

子

供
さ

え

生

ま

れ

て

い

た
｡

し
か

も
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

は

ー
チ

ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

ー

が

小

説
『

何
を
な

す
べ

き
か
』

の

中
で

描
い

た

よ

う
な

『

新
し
い

人

々

』

の

モ

ラ
ル

に

従
っ

て

ー
二

人
の

関
係
を

承
認
し
､

そ
の

子
供
を

自

分
の

長
子
と

し
て

入

籍
さ
せ

て

い

た
｡

後
に
､

B
･

月
･

コ

ス

ト
マ

一

口

フ

(

一

八
三

七

-
六
五
)

の

裏
切
に

よ
っ

て
一

八

六
一

年

秋
､
､

､

ハ

イ
ロ

フ

が

逮
捕
さ

れ
､

シ

ベ

リ

ア
へ

流
刑
に

な
っ

た

あ
と

を

追
っ

て
､

シ
ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

夫
妻
は
､

恐
ら

く

当
時
の

急
進
派
に

共
通
の

も

の

で

あ
っ

た
､

革

命
情
勢
に

対

す
る

過
大
評
価
に

む

と
づ

い

て
､

シ

ベ

リ

ア

に

お

け
る

民

衆

蜂
起
を

組
織
し
､

同
時
に

そ

の

過

程
で
､

､

､

ハ

イ
ロ

フ

の

解
放
を

実
現
す
る

目
的
で
一

八

六
二

年
春
､

流
刑
地
の

カ

ザ
コ

フ

金

鉱
を

訪
れ

る
｡

し

か

し
､

そ
の

間
に

首
都
で

ほ

革
命
派
の

指
導
者
へ

の

弾
圧
が

激
化
し
､

チ

ェ

ル

ヌ

イ
シ

ュ

フ

ス

キ

ー
､

H
･

H
･

セ

ル

ノ

=

ソ

ロ

ダ
イ

エ

ゲ
ィ

チ

等
は

逮
捕

さ

れ
､

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

夫
妻
も

シ

ベ

リ

ア

で

逮
捕
さ

れ
て
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

は

首
都
へ

護
送
さ

れ
る
｡

流
刑
地
に

お

け

る

ミ

ハ

イ
ロ

フ

の

死
は

そ

の

三

年
後
で

あ
っ

た
｡

家
宅
捜
索
､

逮
捕
､

ベ

ト
ロ

バ

グ
ロ

フ

ス

タ

監

獄
で

の

生

活
､

そ

れ
か

ら
シ

ベ

リ

ア

流
刑
地
へ

の

旅
を

克
明

に

記
し

た

ミ

ハ

イ
ロ

フ

の

手

記
が
､

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

ヴ
ァ

夫
人
あ
て

の

手
紙
と

し

て

書

か

れ

て

い

る

背
後
に

は
､

以

上
の

よ

う
な

事
情
が

あ
っ

た
｡

*

*

*

本
書
の

構
成
は

次
の

通
り
で

あ

る
｡

第
一

巻
に

ほ
､

H
･

B
･

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

回

想

記

四

編
､

『

過

去

(

1
)

‥

覗
㍍
㍑
鵬
"

絹
期
の

人
間
像
』

､

(

真
四

年
の

逮
捕

βJ



一 橋論叢 第 六 十 二 巻 第 一
､

号 ( 9 2 )

『

過
去
と

現
在
か

ら
』

は
､

一

八

八
五

年
か

ら

八

六

年
に

か

け

て

『

ロ

シ

ヤ

思
想
』

諸
に

掲
載
さ

れ
､

一

八

九
一

年
の

H
･

B
･

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

著
作
集
の

第
二

巻
に

収

録
さ

れ
た
｡

後
に
一

九
〇
九
年
の

『

文
学
基
金

記
念
論
集
』

に

収
め

ら
れ

た

際
に
､

九
一

年
版
で

検
閲
に

よ

り

削
除
さ

れ

た

箇
所
も

加
え

ら
れ

た
｡

ソ

ヴ
ュ

ー

時
代
に

入
っ

て

か

ら

ほ
､

+

九
二

三

年
に

A
･

A
･

シ

ー

ロ

フ

編
集
に

よ

る

版
が

出
て

い

る
｡

第
二

の

(

初
稿
)

は

未
完
の

断
片
で
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

生

前
に

は

発
表
さ

れ

な

か
っ

た
｡

本
来
『

過
去
と

現
在
か

ら
』

の

下

書
き

と

し
て

書

か

れ

た

も
の

で

あ

り
､

三

つ

の

断

片
か

ら

成
っ

て

い

る
｡

そ

の
一

部

は

『

過
去
と

現
在
か

ら
』

と

重
複
す
る

が
､

主
要
な

部

分
は

-
恐
ら

く

検

閲
を

考
慮
し

て

と

思
わ

れ

る

ー
ふ

く

ま
れ

て

い

な
い

｡

こ

れ

ら

の

断
片

は
一

九
一

八

年
『

過
去
の

声
』

誌
に

B
･

ミ

ヤ

コ

ー

フ

ス

キ

ー

に

よ
っ

て

発
表
さ

れ
､

前

述
の
一

九
二

三

年
版
に

も

加
え

ら
れ

て

い

る
｡

『

過
渡
期
の

人
間
像
』

ほ
一

八

八

八

年
『

ロ

シ

ヤ

思
想
』

誌
上

に

『

(

過

去
と

現
在
か

ら
)

』

の

副
題
を
つ

け

て

発
表

さ

れ
､

後
に

九
一

年
版
著
作

集
の

第
二

巻
に

収
め

ら
れ

た
｡

(

一

八

八

四

年
の

逮
捕
と

追
放
)

ほ
､

本

書
に

よ
っ

て

ほ

じ

め
て

発
表

さ

れ
る

も
の

で
､

ソ

ヴ
ュ

ト

科
学
ア

カ

デ
ミ

ヤ

･

ロ

､

r

ヤ

文
学
研
究
所
に

保
存
さ

れ

て

い

る

著
者
の

原
稿
を

も

と

に

し

て

い

る
｡

第
一

巻
に

は

付
録
の

H
と

し
て
､

H
･

B
･

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

の

起
草

し

た

激
文
『

ロ

シ

ヤ

の

兵
士
へ

彼
等
の

同
情
者
よ

り

挨
拶
を

送
る
』

､

『

若

い

世
代
へ

告
ぐ
』
､

『

兵
士
へ

告
ぐ
』
､

付
録
の

臼
と

し

て

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

に

つ

い

て

書
か

れ

た

様
々

の

人
々

(

ミ

ハ

イ
ロ

ー

フ

ス

キ

ー
､

ラ

グ
ロ

フ

等
)

の

回

想
が

の

せ

ら

れ

て

い

る
｡

第
二

巻
に

は
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

妻
刀
･

n
･

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

ヴ
ァ

舵

の

回

想
記
(

し

か

し

主
要
な

部
分
は

彼
女

宛
の

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

手
紙

か

ら

成
っ

て

い

る
)

『

逢
か

な

過

去
よ

り
』

と
､

刈
･

刀
･

､

､

､

ハ

イ
ロ

フ

の

(

も
馳
)

が

収
め
ら

れ

て

い

る
｡

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

ヴ
ァ

の

回

想
記
は
一

八

九
九

年
か

ら
一

九
〇
〇
年
に

か

け
て

『

婦
人
問
題
』

誌
に

発
表
さ

れ
､

翌
一

九

〇
一

年
に

単
行
本
と

し

て

出
版
さ

れ
た
｡

ミ

ハ

イ
ロ

フ

の

『

手
記
』

は
､

本
来
､

自
分
の

愛
人
で

あ
る

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

プ
ァ

夫
人

宛
の

手
紙
と
し

て

書
か

れ

た

も
の

で

あ

り
､

発
表
す
る

こ

と

を

目

的
と

し
て

書
か

れ

た

も

の

で

は

な

い
｡

そ

の

た

め
､

こ

の

(

手

記
)

は
､

そ

れ

が

書
か

れ
て

約
四

十
年
後
の
一

九
〇
二

年
に
､

H
･

ベ

ロ

ゼ

ー

ル

ス

キ

ー

の

手
で

か

な

り

自
由
な

改
変
を

加
え

ら

れ

た

形
で

『

ロ

シ

ヤ

思
想
』

誌
上

に

は

じ

め
て

発
表
さ
れ

た
｡

こ

の

時
の

表
題
は

『

ぺ

テ
ル

ブ
ル

タ

か

ら

ネ
ル

チ

ン

ス

タ

ま
で
』

と

な
っ

て

い

た
｡

こ

の

手
記
の
一

部

ほ
､

『

刈
･

刀
･

､
､

､

ハ

イ
ロ

フ

の

手
記
の

断

片
』

と

し

て
､

一

九

〇
五

年

に

パ

リ

で

出
版
さ

れ

た

『

六

十
年
代
ロ

シ

ヤ

に

お

け
る

革
命
運
動
史
資
料

集
』

中
に

収
め

ら

れ

た
｡

つ

づ

い

て
､

一

九
〇
五

年
の

革
命
後
､

一

時
的

に

検
閲
が

緩
和
さ

れ

た

時
期
に

(

一

九
〇
六

年
)
､

､

､

､

ハ

イ
ロ

フ

の

手

記

は

同
時
に

二

つ

の

姫
誌
『

ロ

シ

ヤ

の

官
』

お

よ
び

『

ロ

シ

ヤ

の

故
事
』

誌

上
に

発
表
さ

れ

た
｡

両
テ

キ
ス

ト

間
の

異
同
､

そ

れ

ぞ
れ

の

欠
陥
等
に

つ

い

て

ほ

本
書
第
二

巻
の

巻
末
に

詳
細
な

注
釈
が

あ

る

が
､

そ

れ
に

つ

い

て

は

省
略
す
る
｡

第
二

巻
の

巻
末
に

は
､

獄
中
か

ら
シ

ェ

ル

グ

イ
フ

夫
妻
に

適
㌍
た
､

､

､

ハ

ィ
ロ

フ

の

手
紙
､

ミ

ハ

イ
ロ

フ

の

弟
､

口
･

刀
･

､

､

､

ハ

イ
ロ

フ

が

兄
の



死
に

つ

い

て

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

プ
ァ

夫
人
に

書
き

送
っ

た

手

紙
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

プ
ァ

夫
人
に

つ

い

て

の

他
の

人
々

(

ナ
ロ

ー

ド

キ

作
家
n
･

B
･

ザ

ソ

デ
ィ

ム

ス

キ
ー

等
)

の

回

想
が

付
録
と

し

て

の

せ

ら

れ

て

い

る
｡

以

上
の

よ

う
に
､

本
書
を

構
成
す
る

回

想
記
の

う
ち
､

は

じ

め

て

発
表

さ

れ

る
の

は
H
･

B
･

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

の

(

一

八

八

四

年
の

逮
捕
と

追

放
)

一

編
だ

け

で

あ
る

が
､

そ
の

他
の

作
品
も

す
べ

て

四

十
年
乃
至
六

十

年
間
に

わ

た
っ

て

刊
行
さ

れ

な
か

っ

た

も
の

だ

け
に
､

十
九
世
紀
六

十

年

代
の

ロ

シ

ヤ

文
学
､

社
会
思
想
､

あ

る
い

は

社
会
運
動
史
の

研
究
者
に

と

っ

て

は
､

こ

れ

ら

の

貴
重

な

資
料
の

出
版
は

大
き

な

意
味
を

持
っ

て

い

る

と

言
え
る

で

あ

ろ

う
｡

以

下
､

こ

の

三

人
の

回

想
記
が

六
十
年

代
の

社
会
や
､

著
者
達
の

思
想

の

様
々

の

側
面
を

解
明

す
る

上
で

持
つ

い

く
つ

か
の

問
題
点
に

つ

い

て

考

え

て

み

た
い

と

思
う
｡

*

*

*

六

十
年
代
ほ
､

ク

リ
､

､

､

ヤ

戦
争
に

お

け
る
ロ

シ

ヤ

の

敗
北
､

農
奴
解
放
､

革
命
運
動
の

発
展
､

ポ
ー

ラ
ン

ド

人
民
の

簸
乱
､

学
生

運
動
の

激
化
､

後

期
に

は

多
く

の

革
命
家
の

逮

捕
､

流
刑
､

亡
命
等
に

見
ら

れ

る

よ

う
に
､

評

波
瀾
に

み

ち
た

社
会
的
激
動
の

時
代
で

あ
っ

た
｡

こ

の

時
代
に

生

き

た

作

く9 3 ) 書

家
や

社
会
活
動
家
の

幾
人
か

は
､

六

十
年
代
に

つ

い

て

の

回

想
記
を

残
し

て

い

る

が
､

そ

の

中
で

は
､

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ
､

ミ

ハ

イ
ロ

フ
､

お

よ

び

刀

‥
申
･

パ

ン

テ
レ

ー

エ

フ

の

手
記
が

当
時
の

革
命
運
動
の

い

わ

ば

中
心

部
に

あ
っ

た

人
々

の

手
に

な

る

も

の

だ

け

に

六

十
年
代
の

思
想
と

現
実
を

却
る

上
で

も
っ

と

も

興
味
深
い
｡

例
え

ば
､

作
家
ボ

ぜ
ル

ィ

ヰ
ン

切

回

層

記
で

六

十

年

代
に

関
す
る

部
分
は
､

当
時
の

急
進
派
の

思
想
や

運
動
に

対

す
る

内
面
的
理

解
を

欠
い

た

皮
相
な

観
察
に

と

ど

ま
り
､

一

種
の

風
俗
描

写
に

終
っ

て

い

る
｡

パ

ン

テ
レ

ー

エ

フ

の

回

想
記
は

当
時
の

非
合
迭
の

革

命
的
組
織
『

土
地

と

自
由
』

の

活
動
に

つ

い

て

多
く
の

貴
重
な

情
報
を

与

え

る

が
､

し

か

し
､

著
者
は

当

時
ま

だ

学
生

と

し
て

革
命
運
動
に

参
加
し

た

青
年
で

あ
っ

て

み

れ

ば
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ
シ

ュ

フ

ス

キ

ー

等
を

中
心
と

す

る

革
命
運
動
の

も
っ

と

も

深
い

部
分
に

は

関
与
し

て

い

な
い
｡

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

場
合
に

は
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ
シ

ュ

フ

ス

キ

ー
､

セ

ル

ノ

‖

ソ

ロ

ダ

イ

エ

ゲ
ィ

チ

兄
弟
等
と

最
も

額
接
な

関
係
に

あ
っ

た
こ

と
､

六

十
年
代
後

期
に

お

け
る

革
命
運
動
の

退
潮
期
に

も
､

革
命
的
実

践
情

動
に

た

ず
さ

わ

る

こ

と
は

す
で

に

不

可
能
で

あ
っ

た

に

せ

よ
､

六

十
年
代
の

革
命
思
想
を

擁

護
す
る

立

場
を

変
え

ず
､

七

十
年
代
か

ら

八

十
年

代
に

お
い

て

文
筆
家
､

ジ

ャ

ー

ナ
リ

ス

ト

と

し
て

常
に
一

貫
し

て

革
命
思
想
の

普
及
と

啓

蒙
に

尽

し

た
こ

と
が
､

彼
の

回

想
記
に

他
の

著
者
達
の

回

忍
記
に

比
べ

て

ほ
る

か

に

深
い

思

想
性
を

与
え
て

い

る
｡

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

は
､

六

十
年
代
に

逮
捕
さ

れ
､

追
放
の

刑
を

う
け

て

後
､

約
十
五

年
間
地

方
都
市
を

転
々

と

し
､

一

八
七

七

年
に

や
っ

と
ぺ

テ

ル

ブ

ル

ク
へ

帰
る
こ

と

を

許
さ

れ
た

が
､

再
び

八

十
年
代
に

二

度
に

わ

た

っ

て

逮
捕
､

追
放
の

憂
目

を

み
て

い

る
｡

首
都
へ

帰
る

こ

と
を

許
さ

れ

た

の

は

死
の

直
前
で

あ

る
｡

急

進
派
の

思
想
家
と

し
て

節
を

屈
す
る

こ

と

な

く
､

生

涯
､

自
己

に

与
え

ら

れ
た

分
野
で

活
動
し
っ

づ

け
た

人

間
の

強
靭

な

精
神
が

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

回

想
記
に

は

読
み

と

ら

れ
る

が
､

同
時
に
､

そ

の

儀
で

ど

の

よ

う
な

苦
し

み

(

家
族

と

の

別

離
､

経

済

的

困

窮
､

病

苦
)

に

耐
え

る
こ

七

を

強
い

ら

れ

て

い

た
か
､

ま
た

時
と

し
て

共
意
の

ど

8 3
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ん

尿
に

陥
っ

た

彼
が
シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

ダ
ア

夫
人
の

敵
身
的
な

援
助
に

よ
っ

て

ど
の

よ

う
に

支
え

ら

れ

て

い

た

か

と
い

う
こ

と

ほ
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

ヴ

ァ

夫
人
の

回

想
記
に

引
用
さ

れ

た
シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

白
身
の

手
紙
に

語
ら

れ

て

い

る
｡

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

回

想
記
の

中
で
､

六

十
年
代
の

ロ

シ

ヤ

社
会
を

措

い

た

部
分
ほ

彼
の

思

想
を

知
る

上
で

重

要
な

意
味
を

持
つ

｡

シ
ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

は
､

六

十
年
代
社
会
の

中

心

的

課

題
を

｢

農
民

解

(

3
)
放
+

の

問
題
と

し

て

と

ら

え
､

こ

の

改
革
を
ど

の

よ

う
な

方

法
で

実
現
す

(

4
)

る

か

に

ロ

シ

ヤ

の

未

来
が

か

か
っ

て

い

る
こ

と

を

洞
察
し

て

い

た
｡

し
か

も
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

視
野
に

ほ
､

ロ

シ

ヤ

だ

け

で

な

く

仝
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

的
な

規
模
で

の

解
放
運
動
の

進
展
が

入
っ

て

お

り
､

ロ

シ

ヤ

の

革
命
運

(

さ
)

動
を

そ
の

中
で

位
置
づ

け

よ

う
と

す
る

志
向
が

存
在
し
て

い

る
｡

他
方
､

そ
の

よ

う
な

国
際
的
な

展
望
七

交
錯
し

な

が

ら
､

ロ

シ

ヤ

の

社
会
的
発
展

の

特
殊
性
を

強
調
し
ょ

う
と

す
る

考
え

も

見
ら

れ

る
｡

そ

れ

ほ
､

ロ

シ

ヤ

十
九
世
紀
の

前
マ

ル

ク

ス

主
義
革
命
家
に

共
通
の

思

想
､

す

な

わ

ち
､

｢

農
村
共
同
体
を

基
礎
と

す
る

社
会
主

義
の

実

現
+

が

可

能
で

あ

り
､

｢

ヨ

ー

.ロ
γ

パ

の

た

ど
っ

て

来
た

個
人
主

義
的
経

済
主
義
と

資
本
主
義
の

(

8
)

苦
し
い

道
+

を

避
け
る
こ

と

が

可
能
で

あ

る

と

す
る

思
想
で

あ
る
｡

し

か

も
､

こ

の

よ

う
な
ロ

シ

ヤ

の

発
展
が
､

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

解
放
運
動
に

新

し
い

血

を

注
ぎ

こ

む
こ

と

が

出

来
る

と

考
え
て

い

る

点
で

も
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

は

六

十
年
代
か

ら

八

十
年
代
に

い

た

る
ロ

シ

ヤ

の

ユ

ー

ト
ビ

ア

社

会
主
義
思
想
の

本
流
に

つ

な

が

る

思
憑
家
で

あ
る

と

言
え

る
｡

彼
は

又
､

こ

の

よ

う
な
｡

シ

ヤ

と

西
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

経
済
的
､

社
会
的
発
展
の

差
異

か

ら
､

ロ

+

ソ

ヤ

の

革
命
運
動
が

よ

り

急
進
的
な

道
を

と

る

で

あ

ろ

う
と
い

(

ァ
)

う
鋭
い

考
察
を

述
べ

て

い

る
｡

六
十

年
代
の

農
奴
解
放
に

お
い

て

｢

上
か

ら

の
+

､

す
な

わ

ち

政

府
の

手
に

よ

る

改
革
を

ど
の

よ

う
に

評
価
す
る

か

と

い

う
問
題
は

革
命
派
の

思

想
家
達
の

間
に

大
き

な

論

争
を

呼
び

起
し
た

が
､

シ
ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

が

少

な

く

と

も

六

十
年
代
の

初
期
に

お

い

て

｢

上

か

ら

の
+

改
革
に

大
き

な

期

待
を

寄
せ
､

こ

れ

を

高
く

評
価
し
て

い

た

こ

と

が

回

想
記

か

ら

う
か

が

わ

れ

る
｡

彼
は

｢

当
時
に

お

い

て

は

社
会
の

任
務
と

政

府
の

任
務
と
の

間

に

は

極
端
な

ち
が

い

が

な
か

っ

た

ば

か

り

で

な

く
､

む

し

ろ
､

社
会
も

政

(

8
)

府
も

等
し

く

同
一

の

改
革
を

目
ざ

し

て

努
力
し

て

い

た
の

で

あ
る
+

と

述

べ

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
な

｢

上

か

ら

の
+

改
革
に

対

す
る

幻
想
か

ら
シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

が

ど
の

よ

う
に

脱
却
し

て
､

｢

下
か

ら
の
+

革
命
を

目
ざ

す
チ

ェ

ル

ヌ

イ
シ

ュ

フ

ス

キ

ー

等
の

立
場
に

移
行
し
た

の

か
､

回

想
記
の

中
で

は

十
分
に

明
ら
か

に

さ

れ

て

い

な
い
｡

そ

れ

ほ

恐
ら

く
､

こ

の

場
合
も

合

法
的
出
版
物
に

発
表
す
る

た

め

に

検

閲
を

考
慮
せ

ざ
る

を

得
な

か

っ

た

か

ら
で

あ

ろ

う
が
､

彼
が

｢

あ

ら

ゆ

る

権
力
の

革
命
的
否
定
+

を

主
張
す
る

チ
エ

ル

メ

イ

シ
ュ

フ

ス

キ
ー

の

思
想
を

全
面
的
に

支
持
す
る

立

場
に

到

達

し
た

こ

と

ほ

六
十

年
代
後
期
に

お

け
る

彼
の

活
動
が

十
分
に

証
明

し

て

い

る
｡

六

十
年
代
の

社
会
的
理

想
と
そ

の

代
表
者
連
､

と

く
に

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

ー
､

ド

ブ
ロ

リ

ユ

ー

ボ

フ
､

ピ

ー

サ
レ

フ

の

三

人

に

対

す
る

シ
ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

評
価
は

回

想
記
の

中
で

も

最
大
級
の

賛
辞
に

よ
っ

て

(

9
)

表
現
さ

れ

て

い

る

こ

と
か

ら

も
そ

れ

ほ

理

解
さ

れ

る
｡

ま

た

六

十
年
代
の

革
命
運
動
を

全
体
と

し
て

積
極
的
に

評
価
し

ょ

う
と

す
る
シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

意
図
は
､

六

十
年
代
後
期
に

お

け

る

革
命

派
の

分
裂
､

『

同
時
代
人
』

諒
と

『

ロ

シ

ヤ

の

言
葉
』

誌
の

対
立

と

論

争
を

過
少

評
価
し

ょ

う
と

す
る

9 ≠
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(

抄
)

態
度
と

な
っ

て

あ

ら
わ

れ
て

い

る
｡

こ

の

よ

う
に
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

に

と
っ

て

は
､

六

十
年
代
は
ロ

シ

ヤ

の

革
命
運

動
史
上
に

お

け
る

消
え
る
こ

と

の

な
い

栄
光
の

時
代
で

あ

り
､

殉
教
の

時
代
で

あ
っ

た
｡

そ

し
て
､

彼
の

活
動
の

意
義
は
､

い

わ

ば
こ

の

六

十
年
代
の

遺
産
を

守
り

な
が

ら

後
半
生
を

革
命
的
啓
蒙
家
､

ジ

ャ

ー

ナ

リ

ス

ト

と

し

て

生

き
つ

づ

け
､

七

十
､

八

十
年
代
の

革
命
運
動
に

側
面
か

ら

協
力
し

な

が

ら
九

十

年
代
に

は

じ

ま
る
マ

ル

ク

ス

主
義
革
命
運
動
へ

と

六

十
年
代
の

伝
統
を

継
承
し

て

行
っ

た

こ

と
に

あ
る

と

思
わ

れ

る
｡

彼
の

死
の

直
前
に

べ

テ
ル

ブ
ル

ク

の

労
働
者
代
表
が

そ

の

病
床
を

訪
れ

て

激
励

の

手
紙
を

渡
し
た
こ

と
､

一

八

九
一

年
四

月
十
五

日
の

彼
の

葬
儀
に

同
じ

く
ぺ

テ
ル

ブ

ル

ク

の

労
働
者

代
表
が

花
環
を

送
り
､

そ

し
て

彼
の

葬
儀
そ

の

も
の

が

自
然
発
生

的
に

反
政

府
の

デ
モ

行
進
に

転
化
し
､

八

十
年
代
の

暗
黒
の

時
代
の

終
り

を
つ

げ
る

警
鐘
と

な
っ

た

こ

と
､

こ

れ

ら

す
べ

て

の

(

1 1
)

事
実
は

｢

自
分
に

課
せ

ら
れ

た
二

流
の

役
割
+

を

黙
々

と

誠
実
に

果
し
っ

づ

け

た
一

人
の

人
間
の

生

涯
を

象
徴
す
る

も
の

と

言
え
る

で

あ

ろ

う
｡

*

*

*

ミ
ハ

イ
ロ

フ

の

(

手
記
)

の

ほ

じ

め

の

部
分
は
､

ぺ

ト
ロ

パ

ブ
ロ

フ

ス

タ

監
獄
に

お

け

る

生

酒
､

訊
問
や

裁
判
に

お

け

る

ツ

ァ

ー

リ
ズ
ム

官
憲
の

姿
を

措
い

て
い

る
が
､

そ

の

主
要
な

部
分
ほ
､

憲
兵
の

護
送
の

下
で

の

ぺ

テ
ル

ブ
ル

タ

か

ら

流
刑
地
カ

ザ
コ

フ

金
鉱
ま

で

の

旅
の

記

録
､

ト
ポ

リ

ス

ク

お

よ

び

イ
ル

ク

ー

ツ

ク

の

監
獄
内
の

生

活
の

描
写

に

あ

て

ら

れ
て

お

り
､

ツ

ァ

ー

リ
ズ

ム

の

下
で

の

民

衆
の

悲
惨
な

無
権

利
状
態
､

ポ
ー

ラ
ン

ド

人

政
治
犯

に

対

す
る

非
人
間
的
な

扱
い
､

絶
対
君

主
的

な

権

利
を

持

ち
､

｢

民
衆
を

好
き

防
手
な

も
の

を

そ

れ
か

ら

捏
ね

あ

げ
る
こ

と

の

出
来
る

枯

(

1 2
)

土
の

よ

う
な

も
の

と

見
な

し

て
い

る
+

地

方
官
憲
の

姿
を

描
い

て
､

ツ

ァ

ー

リ
ズ
ム

の

全
体
制
に

対

す
る

痛
烈
な

批
判
と

な
っ

て

い

る
｡

ま
た
､

政

治
犯
に

対

す
る

異
様
な

ほ

ど

の

尊
敬
と

崇

拝
の

念
が

地

方
の

知
識
人
や

庶

民
の

間
に

根
強
く

存
在
す
る

事
実
も

描
か

れ

て

い

る
｡

ド
ス

ト
エ

ー

フ

ス

キ
ー

の

『

死
の

家
の

記
録
』

が

五

十
年
代
の

シ

ベ

リ
ア

流
刑
地

と

監
獄
に

お

け

る

人

間
を

描
い

て

い

た

と

す
れ

ば
､

､
､

､

ハ

イ
ロ

フ

の

(

手
記
)

は
､

六

十
年
代
の

流
刑
地

お

よ
ぴ

シ

ベ

リ

ア

の

監
獄
の

リ

ア
ル

な

描
写

と

し
て

ロ

シ

ヤ

文
学
史
上

に

重
要
な

地

位
を

占
め

る

作
品
と

言
え

よ

う
｡

､
､

､

ハ

イ
ロ

フ

の

『

手
記
』

に

は
､

二

十
年
代
の

革
命
家
､

デ

カ

ブ
リ

ス

ト

の

ず

ヴ
ア

リ
ー

シ

ン

や
､

四

十
年

パ

篭
･

命
家
ベ

ト

ラ

シ
ュ

ー

フ

ス

キ

ー
､

リ

グ
ォ

フ

と
の

会
見
の

場
面
が

あ
る
｡

そ

し
て
､

､
､

､

ハ

イ
ロ

フ

ほ
､

附
叫
絹
州
…

粥
川
悶
M

附
鵬
…

‖

絹
…

謂
嘲
憎
∽

網
㍍
的

鯛

ロ

シ

ヤ

の

革
命
思
想
の

継
承
と
い

う
面
か

ら

み
て

興
味
深
い

点
で

あ

る
｡

同
じ

問
題
は
､

再
び
シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

に

つ

い

て

み

る

な

ら
ば
､

ゲ
ル

ツ

エ

ン

に

対

す
る

態
度
に

あ

ら

わ

れ
て

い

る

と

言
え

よ

う
｡

も

ち
ろ
ん
､

こ

の

場
合
は

よ

り

復
姓
で

あ

る
｡

ゲ
ル

ツ
エ

ン

は
シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

に

と
っ

て

先
行
の

世
代
で

も

あ
っ

た

が
､

同
時
に

六

十
年
代
の

革
命
運
動
に

-

国
内
と

国
外
の

ち
が

い

は

あ
っ

て

も

-
共
に

参
加
し
た

同
世
代
で

も

あ

っ

た
か

ら
で

あ
る
｡

(

旭
)

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

は
､

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

が
｢

革
命
を

信
じ
て

い

な
か
っ

た
+

と

主
張
す
る
｡

ゲ
ル

ツ
エ

ン

は

｢

革

命
が

不

可
能
で

あ

り
､

そ
の

結
果
に

お
い

て

有
害
で

あ
る

と

考
え

て

い

た
｡

…

…

破
壊
の

論
理

と

暴
力
を

否
定

9 5
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し
､

自
分
の

味
方
に

も

そ

う
で

な
い

も

の

に

も

教
え

を

説
く
､

伝
道
者
､

(

1 6
)

使
徒
こ

そ

必

要
で

あ

る

と

考
え
て

い

た
+

｡

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

が

こ

の

よ

う
な

評
価
を

与
え

て

い

る

の

は

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

の

死
後
す
で

に

十
数
年
を

経
た

八

十
年
代
の

半
ば

で

あ

る
｡

だ

と

す
れ

ば
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

は

ゲ
ル

ツ

ェ

ン

の

全
生

涯
と

全
活
動
に

つ

い

て

こ

の

よ

う
に

考
え

て

い

た

の

で

あ

ろ

う
か
｡

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

に

対

す
る
こ

の

よ

う
な

評
価
は

様
々

に

理

解
さ

れ

得
る
｡

こ

れ

は

六

十
年
代
に

お

け

る
ロ

シ

ヤ

国
内
の

革
命
派
と
ロ

ン

ド
ン

の

亡
命
革
命
家
達
と

の

間
の

思
想
的
対
立

が
､

二

十
年
後
に

お

け

る

評
価
に

も

影
響
し
て

い

る

か

ら

で

あ
ろ

う
か
｡

そ

れ

と

も
､

七

十

年
代
､

八

十
年
代
の

革
命
運
動
に

共
感
ほ

寄
せ

な

が

ら

も
､

そ

し
て

自
分
の

編
集
す
る

雑
誌
を

多
く
の

ナ
ロ

ー

ド
ニ

キ

革
命
家
の

(

1 7
)

た

め
に

開
放
し
､

そ
の

た

め
に

権
力
の

弾
圧
を

身
に

受
け

な

が

ら

も
､

ナ

ロ

ー

ド
ニ

キ

の

革
命
運
動
と
の

間
に
一

定
の

距
離
を

感
じ
て

い

た

シ
ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

白
身
の

立

場
を
､

ゲ
ル

ツ

エ

ン

の

思
想
的
立
場
に

投
影
し

て

い

る

か

ら
で

あ

ろ

う
か
｡

い

ず
れ

に

し
て

も
､

ゲ

ル

ツ

ェ

ン

に

対
し

て
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

は

チ
ェ

ル

ヌ

イ
シ

ュ

フ

ス

キ
ー

等
に

対

す
る

よ

う
な

全
面

的
な

共
感
は

寄
せ

て

い

な
い

が
､

し
か

し

ま
た
､

ベ

ト
ラ

シ

ュ

ー

フ

ス

キ

ー

に

対

す
る

ミ

ハ

イ
ロ

フ

の

批
判
の

よ

う
な
一

義
的
な

否
定
的
批
判
を

加

え
て

い

る
わ

け
で

も

な

い
｡

そ
こ

に

ゲ
ル

ツ

エ

ン

に

対

す
る

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

微
妙
な

関
係
が

見
ら

れ

る

よ

う
で

あ
る
｡

*

*

*

六

十
年
代
の

革
命
的
啓
蒙
主
義
の

立

場
を

堅
持
し
､

そ

こ

を

動
か

な
か

っ

た

こ

と
に

よ
っ

て
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

ほ
､

六

十
年
代
の

革
命
家
や

思

想
家
の
一

部
が

後
に

転
向
し

て

行
く

心

理

的
過
程
を

冷
静
に

客
観
的
に

観

甜

察
し

得
た
｡

六

十

年
代
の

革
命
運
動
で
一

時
期
華
や

か

な

活

動
を

し

た

B
･

H
･

ケ

リ

シ

ェ

フ

に

つ

い

て

シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

ほ

回

想
記
の

十
六

章

で

論
じ

て

い

る
｡

ケ

リ
シ

ェ

フ

が

公

式
の

転
向

書
と

も

言
う
べ

き

小

冊
子

を

発
表
し

た

の

は
一

八

六

八

年
で

あ

る

が
､

ケ

リ
シ

ェ

フ

に

限
ら

ず
､

こ

れ

ら
の

転
向
者
達
の

人
間
タ

イ

プ

を
シ

ェ

ル

グ
ノ

ー

フ

は

六

十
年
代
の

よ

う
に

古
い

も

の

と

新
し
い

も

の

と

が

激
し

く

せ

め

ぎ

あ

う
転
換
期
に

必
然

的
に

生

じ
る
一

つ

の

社
会
的
典
型
､

『

二

重

性
椅
的
人
間
像
』

と

し
て

と

ら

え

て

い

る
｡

､
､

､

ハ

イ
ロ

フ
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ
シ

ュ

フ

ス

キ

ー

等
を

官
憲
の

手
に

売
り

渡
し

た
B
･

皿
･

コ

ス

ト
マ

一

口

フ

に

つ

い

て

も
､

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

は

意
外
な

ほ

ど

に

寛
大
で

あ

り
､

｢

病
気
で

不

(

18
)

幸
な

人
間
で

あ
っ

た
+

と

書
い

て

い

る

が
､

こ

れ

は
一

つ

に

ほ
コ

ス

ト
マ

一

口

フ

の

ス

パ

イ
､

挑
発
者
と

し

て

の

役
割
を

彼
が

こ

の

当
時

知
り

得
な

か
っ

た

こ

と

も

原
因
で

あ
っ

た

と

思
わ

れ

る
｡

彼
は

転
向
者
だ

け

で

な

く
､

終
生
､

進
歩
派
の

ジ

ャ

ー

ナ
リ

ス

ト

と

し

て

活
躍
し
た

友
人
の

r
･

E
･

ブ

ラ
ゴ

ス

ヴ
ュ

ー

ト
ロ

フ

(

一

八
二

四

1

八

〇
)

に

さ

え
も
こ

の

よ

う
な

｢

過
渡
期
の

人

間
+

と

し

て

の

二

重

性
を

み

と

め
て

お

り
､

そ

の

鋭
い

人

間
観
察
の

限
を

の

ぞ

か

せ

て

い

る
｡

三

人
の

回

想
記
は

以
上

の

よ

う
な

問
題
以

外
に

も
､

例
え

ば

権
力
機

構

の

内
部
に

お

け
る

革
命
運
動
へ

の

同
情
者
の

存
在
､

三

人
の

家

系
と

革
命

的
伝
統
と
の

結
び

つ

き
､

そ

の

他
多
く
の

興
味
あ

る

問
題
に

つ

い

て

考
え

さ

せ
る

も
の

を

持
っ

て

い

る

が
､

こ

れ

ら

の

問
題
に

つ

い

て

の

検
討
ほ

ま

た

別
の

機
会
に

譲
り
た

い

と

思
う
｡

(

1
)

(

初
稿
)
､

(

一

八
八

四

年
の

逮
捕
と

追
放
)

ほ

そ

れ

ぞ

れ

未
完



で
､

未

発

表
の

断

片
で

あ

り
､

本

来
､

表

題
が

つ

い

て

い

な

か
っ

た
｡

本

書
に

お

け
る

表

題
は

編

集

者
の

つ

け

た
も

の

で

あ

り
､

著

者

に

よ

っ

て

発

表
さ

れ

た

他
の

作
品
の

表

題
と

区
別

す
る

た

め

に

括

弧
に

入

れ

て

示

す
こ

と

に

し

た
｡

ミ

ハ

イ
ロ

フ

の

(

手

記
)

も

同

様
で

あ
る
｡

尚
､

以

下
の

注
で

は

本

書
を

田
0

3
0

吉

宗
a

宕
泊

と

し

て

指
示

す
る
｡

(

2
)

コ
e

l

p

ら

訂

で
【

○

空
電
`

≧

責
a

冒
○

叉
-

∞
い

中

一
.

こ

は
､

(

手

記
)

の

著
者

ミ
ハ

イ

ロ

フ

の

弟
で

あ
っ

て
､

額
田

重

夫

氏
の

『

シ

ベ

リ

ア

流
刑

史
』

(

中

公

新

書
9 7
)

一

三

二

ペ

ー

ジ

の

記

述
で

兄

と

な
っ

て

い

る

の

は

間

違
い

で

あ
る
｡

(

3
)

B
O

⊇
○

喜
琵
琶
苧

→
･

-
】

C
→

p
･

設

(

4
)

T
a

≡

出

品
}

3
マ

望

(

5
)

T
b

王

¥
e
)

C

､【
や

巴
～
冨

(

6
)

T

芸

宍
e
)

∩

→

p
･

漂

(

7
)

T
a

≡

¥
叩
､

3
下

毛

(

8
)

T

写
-

※
e
}

3
勺
･

-

∞
い

(

9
)

T
中

三

宍
e
}

C

→

マ
N

0

0
)

N

い

叫

(

1 0
)

T

芸

買
e
)

C

→

ワ

N

こ

(

1 1
)

T
臼

≡

ヒ

蒜
､

C

→

マ

レ

∞

野

H
.

不

吉

責
a

賢
○

宍
岩
戸

コ
臼

,

昌

言

H

票
0

2
出

B

駕

喜
琵

琶
【

-

か

E
e

弓
y

登
呂

(

1 2
)

T
a

≡

宍
e
〉

→

+
-
､

コ
マ

畠
-

(

1 3
)

T
山

岳

ヒ

指
)

q
【

や

合
N

-
合
ぃ
､

畠
○

-
畠
N

(

1 4
)

T

学
-

宍
e

こ
･

【

や

合
N

(

1 5
)

T
a

己

宍
e
}

↑
･

-
〉

q
【

や

ー

N

ひ

(

1 6
)

T
む

喜

託
e

.

(

17
)

一

八

八

四

年
の

シ

ェ

ル

グ

ノ

ー

フ

の

逮
捕
と

追

放
は
､

彼
が

自

分
の

編

集

す
る

『

ジ

ュ

ー

ロ

』

諸

に
､

C
･

刈
･

ス

テ

プ

ニ

ヤ

ク
･

タ

ラ

フ

テ

ン

ス

キ

ー
､

B
･

A
･

ザ

イ

ツ

エ

フ
､

刀
･

A
･

チ

ホ

ミ

一

口

フ

等
､

ナ

ロ

ー

ド
ニ

キ

革

命
家
の

原

稿
を

掲

載
し

た

こ

と
が

主

要
な

原

因
と

な
っ

て

い

る
｡

(

1 8
)

B
O

n

コ

○

≡

宗
旨
空

こ
･

-
)

〔

､h
や
ー

か
¶

(

一

橋

大

学

講
師
)

書)7
0
ノ(

タ7




